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シート材マスタ

材質ごとの比重・定尺材料サイズ・単価の管理、板取サン幅の設定

鋼材マスタ

鋼材ごとの定尺サイズや価格等の管理

管理部品マスタ

管理部品の在庫管理、発注先や発注単価の管理

コイル材マスタ

コイル材の単価や最低購入重量の管理

1 基本マスタとは
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CiPSをご使用いただくには、まず基本マスタ（生産管理システムの軸となるマスタデータ）の
登録が必要となります。基本マスタには、以下の8つがあります。

社員マスタ

社員の個人情報管理、使用権限の設定、社員一覧表示
※導入の際に必ず必要になります。

取引先情報

取引先の会社情報、取引先ごとの各種設定（締日や帳票設定など）、
担当者情報（一覧表示）
※導入の際に必ず必要になります。

工程マスタ

使用する工程（機械名）の登録、工程単価や作業時間の登録
※導入の際に必ず必要になります。

製品マスタ

取引先と製品名での情報管理、製品単価、製造工程や工程単価登録、図面の管理



自社の社員を登録する画面が「社員マスタ」です。
CiPSでは社員をコードで管理しており、役職や住所、電話番号、メールアドレス等を登録できます。

また、社員ごとに権限設定（各メニューの閲覧や編集の可否の設定）が行えます。
例えば、経理や事務の方以外には金額を非表示に設定したり、現場では限られたメニューのみを閲覧す
るなどの設定が行えます。

※1

※2

※3

2 社員マスタ

※１ 表示している社員の基本情報

※２ 表示している社員のセキュリティ設定（権限設定）

※３ 社員一覧
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1. 登録方法と編集方法

1. 新規で社員登録を行うには、画面上部にある「新規」ボタンを必ずクリックします。
既に登録した社員コードで編集すると、上書きされますのでご注意ください。

2. 各項目に個人情報を入力し、写真及び印鑑画像をドラック＆ドロップで登録します。
写真・印鑑画像ファイルの保存形式は、JPEG、BMP、PNG、GIF、TIFFが使用できます。

3. 画面右側にある、社員ごとの権限設定を行います。
この設定は、「管理者モード」でログインしていただくと、権限設定が行えます。
管理者パスワードは、導入の際にお伝えしておりますので、責任者の方にご確認下さい。

4. 登録ボタンで登録します。
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1-1. 社員別セキュリティ

金額の表示や社員マスタの編集許可などは
により設定が可能です。

各メニューの閲覧及び編集の権限については、
行を選択し、「閲覧のみ許可」「全機能許可」
「使用不可」ボタンをクリックします。

社員別に、各メニューの閲覧・編集権限や、ログイン時のパスワード設定を行えます。

■ ログインパスワード設定

社員別セキュリティの「ログインパスワード」を登録すると、CiPS起動時のログイン画面で
パスワードの入力が必要となります。

■ 権限設定

社員別セキュリティから社員別に権限の設定が可能です。
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＜ 社員が退職した場合 ＞

CIPSは最終更新者など、全ての社員情報を社員コードで管理しています。
退職した社員の社員マスタを削除すると、参照元がなくなり、過去の履歴等が確認できなくなります。
社員マスタは削除せず、退社日に を入れて登録してください。
退職日に がある社員には、一覧がグレーに反転します。

■ 表示対象コンボボックス

社員一覧にて、表示対象コンボボックスを選択することで、任意の社員を表示できます。
退職日が登録されている社員は「退職者」として表示されます。
＊で検索した場合は、全社員（退職者も含む）が表示されます。

1-2. 社員マスタの編集方法

社員マスタを登録すると、画面下部の社員一覧に追加されます。
編集する際は、リストから社員をダブルクリックし、上部に表示させた状態で編集し、登録します。
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1. 社員一覧より社員証を印刷したい社員を選択します。
この際、「Shift + 印刷範囲の先頭行と最後の行を左クリック」または
「Ctrl + 該当行の左クリック」で複数名同時に選択することができます。
「印刷」ボタンをクリックし、「選択行の社員証」をクリックします。

2. 社員証の印刷

社員マスタの画面下部に表示される社員一覧から、社員証の印刷ができます。

2. 開始ラベル位置を選択して「［F6］実行」で、印刷プレビュー画面が表示されます。
「［F6］印刷」ボタンをクリックすると、社員証が印刷されます。
※プレビュー画面にて、プリンターの設定が可能です。
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3.その他の機能

社員一覧から印刷したい社員を選択し、「選択行の一覧表」で、社員一覧表が印字できます。

3-1. 社員の一覧表印刷

社員マスタの個人登録画面で「資格情報」を登録できます。
資格名を追加編集については、管理者用マニュアルをご参照ください。

3-2. 資格情報の登録と印刷

社員の資格情報を一覧で印刷することも可能です。
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選択した社員に対して、メールを送信することができます。
赤枠をクリックすると、パソコンの規定のメーラーが起動し、宛先が自動で入ります。

3-3. メール送信

複数の社員にメールを送る際は、ここから行います。

■ クラウドのメールを使用している場合

基本システム設定→その他設定 にて、「 クラウドのメールアプリを使用する」にチェックを入れて
下さい。メールアドレスをコピーするので、クラウドのメールで貼り付けをすることで対応できます。
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社員を選択して情報を表示させ、名刺の印刷ができます。

3-4. 名刺印刷

1. 名刺を印刷する社員を一覧からダブルクリックして、表示します。
「名刺印刷」をクリックします。

2. 言語選択が表示されます。CiPSでは、中国語・英語・日本語での名刺印刷が可能です。

3. 「印刷」クリックで、名刺が印刷されます。
プレビュー画面が表示されるので、プリンター設定を行ってください。

労働者名簿を登録、印刷することができます。

3-5. 労働者名簿印刷
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社員マスタのグループをコンボボックスを利用して登録することができます。

3-6. グループマスタ
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3-7. CSV出力

選択した社員の情報をCSV出力することができます。



取引先の情報を登録します。CIPSでは取引先も「取引先コード」で管理をしている為、取引がある会社
は取引先マスタに登録する必要があります。

3 取引先情報

※１ 表示している会社の基本情報

※２ 表示している会社の詳細設定（税計算や専用帳票の設定など）

※３ 表示している会社の社員一覧

※1 ※2

※3
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1-1. 登録方法

1. 新規で登録する場合は、「新規取引先登録」をクリックします。

1. 登録方法と編集方法

2. 取引先の情報を入力し、登録ボタンをクリックします。
取引先コードは自動で連番が表示されます。

取引先区分を選択することにより、詳細設定が使用できるようになります。
売上先を選択すると「売情報」、仕入先・外注先を選択すると「買情報」を使用できます。

■ 社員の登録

取引先の社員をCIPSに登録しておくことで、名刺管理として情報を社内で共有できます。
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取引先区分を「売上先」に指定すると、売情報タブを使用できるようになります。

1-3. 詳細設定（売情報）

■ 取引条件

客先締日・支払日の登録、消費税の計算方法を登録します。

請求書一括：月の請求明細の合計金額に対して、消費税を計算します。
伝票毎：納品伝票の合計金額に対して、消費税を計算します。
一品毎：一品ごとの金額に対して、消費税を計算します。

■ 印刷関連

見積書、納品書、請求書の専用帳票設定を登録します。
専用帳票を追加する場合は、テンプレートを作成する必要がありますので、弊社までご連絡ください。

納品書や請求書など、各印刷帳票を取引先単位で個別に設定できます。
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1-2. 企業情報

資料フォルダは、頂いた資料や社内で共有しておきたい資料を取引先ごとに保存できます。



■ 納入先情報

取引先に対して、納入先の指定がある場合は、登録しておくことでコンボボックスから選択できます。

■ FACTORY

取引先単位でデフォルトの製造日数やスケジュール納期の設定を行うことができます。

チェックを入れることで、オーダーNo1に対して、重複チェックを行うことができます。

＜Mcコードとは＞

取引先マスタにてメーカーコードを指定することで、自動で指定したメーカーコードから製品マスタを
引用することができます。

1. 取引先マスタにて、製品マスタを引用したい取引先の取引先コードを登録します。

2. オーダー入力画面にて、取引先を指定すると、登録したMcコードの製品マスタを検索します。

「10004 伊吹工業」の取引先マスタを開き、
Mcコードに「00001 藍祥」を登録します。

取引先に「10004 伊吹工業」を入力すると、
製品マスタを「00001 藍祥」から検索します。
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取引先区分を「仕入先」または「外注先」に指定すると、買情報タブを使用できるようになります。

1-4. 詳細設定（買情報）

■ 取引条件

客先締日・支払日の登録、消費税の計算方法を登録します。

請求書一括：月の支払明細の合計金額に対して、消費税を計算します。
伝票毎：発注伝票の合計金額に対して、消費税を計算します。
一品毎：一品ごとの金額に対して、消費税を計算します。

■ 印刷関連

注文書、支払明細書の専用帳票設定を登録します。
専用帳票を追加する場合は、テンプレートを作成する必要がありますので、弊社までご連絡ください。

会計仕訳を登録することで、会計仕訳別に集計が行えます。（材料費、外注費、仕入など、項目名は変更できます）
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2. 客先の締日を変更する
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客先の締日が変更になった場合は、下記の手順で変更を行ってください。

1. 締日を変更する前に、請求締処理にて、変更以前の請求データをすべて締切処理します。
データ更新は、「請求締処理」→「データ更新」→「選択行の締切処理」で行えます。
締切処理をしていないと、締日変更時に過去の請求データが全て変更後の締日で集計されます。

2. 取引先マスタにて、客先締日を変更します。
客先締日は「売情報」→「取引条件」から変更し、「登録」ボタンで登録が完了します。

3. 請求締処理にて集計を行うと、締日が変更されています。

前回の締日から当月の変更された締日までが対象になります。
次月からは変更された締日での期間で集計されます。



表示されている取引先宛（担当者宛）のラベルを印刷できます。

2-1. ラベル印刷

3. その他の機能

■ 取引先宛て

取引先情報にて、「ダイレクトメール」→「ラベル印刷」で、取引先宛てのラベルが印刷できます。

■ 担当者宛て

担当者を登録することにより、表示されている担当者宛てのラベルを印刷できます。
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表示されている取引先宛（担当者宛）のはがき印刷ができます。

2-2. はがき印刷

選択区分を「スタッフ」に変更することで、担当者宛てが印刷できます。
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ダイレクトメールにて宛先を選択する際に、事前に得意先名簿マスタにてランクを登録することで、選
択したランクごとにまとめて宛先を選択することができます。

2-３. ランク選択
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１．得意先名簿マスタでランクを登録します。

２．選択行のダイレクトメールを実行します。

３．全解除をしてランク選択します。
選択したランクで得意先名簿マスタに登録した担当者がまとめて選択され、チェックボックスに がつ
きます。

選択したランクの行に がつきます。



使用する工程を大きく分類した大工程と、大工程をより詳細に分類した小工程で構成します。
各工程に対して、移動時間、段取時間、作業時間などのデフォルト値を登録できます。

4 工程マスタ

工程マスタでは、各設定項目のデフォルト値（初期値）を登録することができます。
製品マスタにて、製品ごとにより詳細に設定を登録することも可能です。

■ 移動時間、移動固定とは

製品を移動する時間です。個数に関係なく、最低限必要な時間や日数を登録します。

「 移動時間を固定する」にチェックを入れることで、工程納期を算出する際に移動時間を優先して算
出することができます。納期まで期間が長い場合は間延びせず、入力した時間のみ割り当てられます。

■ 作業時間

実際に作業に掛かる1個あたりの時間です。

■ 時間チャージ

1時間に掛かるコストを工程マスタで工程ごとに設定します。
設定した時間チャージを基に、その工程に掛かる金額（工程単価）を算出します。

■ 段取時間

金型交換など、作業に取り掛かるまでの時間です。製造数とは比例しません。
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1. 登録方法と編集方法

工程指示を登録することで、製品マスタの工程登録時にコンボボックスから選択できるようになります。
改行で選択肢を増やせます。

手配先を登録することで、製品マスタの工程登録時にコンボボックスから選択できるようになります。
登録した1番上の手配先がデフォルトで反映されます。

1-1. 工程指示の登録

1-2. 手配先の登録
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工程に対してタイプを設定することで、製品マスタの原価計算で「CAD」と「表面処理」に金額を算出
できるようになります。

1-3. タイプの設定

■ 一般工程

通常は一般工程です。一般工程で登録した工程は、製品マスタの原価計算上では、外注工程でない限り、
「段取」と「作業」の項目で原価計算します。

■ プログラム

CADCAM工程はタイプを「プログラム」に設定しておくことで、原価計算で「CAD」の項目として原価

計算をします。また、オーダー入力時の「 CAD/プログラム工程を除く」のチェックを使用する際も、
タイプをプログラムに設定した工程に対して、有効となります。

■ 表面処理

表面処理工程はタイプを「表面処理」に設定しておくことで、原価計算で「表面処理」の項目として原

価計算をします。
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見積計算で「平米計算」に設定することで、平米計算式の機能を使用することができます。

1-4. 見積計算

製品マスタの工程登録時に「平米計算」ボタンが表示されます。

1 2

3

※ 5面体の場合、上の面の面積が引かれます。
金額は、「面積 ÷ 10,000（100mm角） × 片面単価」で算出します。

①平面 ②立体 ③6面体 全面形状 5面体 ボックス形状

チェックを入れることで、
片面単価のサイズが変わります。
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2.その他の機能

登録した工程を基に、予め想定される工程パターン登録ができます。工程パターンを登録しておくこと
で、工程入力時によりスピーディに登録が行えます。

画面左側が、新規の工程パターン入力画面です。
「工程追加」ボタンで工程順を作成し、「登録更新」でパターンを登録します。

画面右側は、既に登録した工程パターンの一覧です。
工程パターンNoを変更することで、工程パターン選択時の表示順を変更することができます。

2-1. 工程パターンの登録

「↑自動名称」をクリックすると、工程名をそのままパターン名として登録できます。
名称は、分かりやすい名称を登録しておくことで、より早く作業を行えます。

工程パターン画面を閉じる際に、登録確認のメッセージが表示されます。
登録ボタンを押した場合でも表示されます。
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部署を登録することで、手配先で部署を選択できます。
表示されている順番で、プルダウンメニューに表示されます。

2-3. 手配先部署の登録

工程はすべて工程Noで管理しており、既に登録した工程Noを変更することは出来かねます。
しかしながら、「大工程表示順」の機能を使用することで、表示上のみ変更することが可能です。

2-2. 大工程表示順

大工程表示順を変更することで、進捗状況の大工程表示など、
大工程順で表示される一覧において、表示上の変更が可能です。

製品マスタの手配先登録時や、工程マスタの手配先登録時など
手配先を選択する際に、部署のコンボボックスに表示されます。
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製品のメーカー名と品番を基に、製品情報（単価、製造日数、在庫、工程や構成品、図面等）の登録を
行うことができるのが、製品マスタです。

5 製品マスタ
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1. 工程ウィンドウの登録

工程ウィンドウでは、製品の製造工程、必要な構成品、外注先などの登録を行います。
工程や構成品を登録することで、製品の原価計算を行うことができます。

1-1. 工程の登録

「工程」→「工程追加」にて、製造工程に沿って1工程づつ登録します。
工程を選択すると、工程マスタにて登録した移動時間・時間チャージ・段取時間・作業時間の
デフォルト値が反映するので、製品によって値を変更する際は、この画面にて変更します。

①工程単価の算出方法

時間チャージ ÷ 60 ÷ 60 × （段取り時間 + 作業時間）

②複数製品の算出方法

時間チャージ ÷ 60 ÷ 60 × （段取り時間 + （作業時間 × 製造数））

時間チャージ、段取時間、作業時間を入力することで、工程単価を算出します。

「 工程単価をロックする」をチェックすることで、段取・作業時間に関係なく工程単価を固定します。
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■ 外注工程の登録

外注工程の場合は、登録した工程に対して、手配先を指定します。

手配先のコンボボックス設定は、工程マスタにて設定できます。
詳しくは、工程マスタのCIPSマニュアルをご確認ください。

部署または社員を選択できます。

取引先マスタから手配先を選択できます。

「 発注予約を自動作成する」にチェックを入れることで、自動発注の手配を掛けることが出来ます。
また、チェックを入れることで発注単価を入力できるようになります。
入力した発注単価で、発注予約にデータが作成されます。
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■ 工程パターンを使用する

工程マスタにて工程パターンを登録しておくことで、工程登録がよりスピーディに行えます。
工程パターンはどの取引先、品番でもご使用頂けます。

工程パターンの登録方法については、26ページをご参照ください。

■ 工程Noを使用して、1製品に複数の工程順を登録する

工程を4種類登録できます。通常の工程を標準とし、外注へ出す場合や急ぎの場合などを残った3箇所に
追加しておくと便利な機能です。

現在表示しているところが緑色になり、工程が入っている箇所が濃いグレーで色分けされます。

標準のみ

標準と工程１
（現在表示中の工程：標準 / 工程が入っている箇所：工程1）
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製品に必要な構成品（子品番、都度部品、管理部品、シート材、鋼材、コイル材）をぶら下げます。
その構成品が必要になる工程行を選択し、「構成」から構成品を選択します。

シート材をぶら下げる場合は、抜き工程行を選択します。
※抜きの工程にシート材が必要となる為

＜ 構成品が必要となる工程にぶら下げることで、構成品の納期がその工程の仕掛日になります ＞

製品1個につき、必要になる個数です。製造数ｘ単位数が必要数となります。

手配先を登録できます。
発注予約にチェックを入れる
ことで、展開処理時に構成品
の発注予約を掛けれます。

「溶接」工程に「管理部品」をぶら下げます。

管理部品の発注納期が
溶接工程の工程仕掛日になります。

1-2. 構成品の登録
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子品番が必要になる工程を選択して、「構成」→「子品番」を選択します。
子品番も親品番と同様に、製品マスタでの管理となりますので、製品マスタを作成する必要があります。
子品番の製品マスタを既に作成している場合は、品番を入力または双眼鏡のアイコンから検索します。
これから作成する場合は、子品番の品番を手入力し、「確定」をします。（★★マスタ無 になります）

「自動品番」機能を使用することで、
品番を自動で入力することができます。
自動品番は、下記3種類から登録方法を選択できます。
・親品番-01（連番）
・親品番-1（連番）
・親品番-Ｎ001(連番)

マスタ無で登録した子品番の行をダブルクリックし、「製品マスタを開く」をクリックで、
子品番の製品マスタを作成することができます。

子品番をぶら下げたオーダーを展開処理すると、子品番オーダーが作成されます。
親の指示書と同時に、子品番の指示書も発行されるので、それぞれの第一工程に指示書を流します。
親の製品マスタに、全ての工程と構成品を登録すると、指示書を1枚で運用することが出来ますが、
アセンブリがある品番や、複雑な製品については、子品番登録をして運用することをお勧めします。

展開処理
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1-3. 構成品の登録（子品番）



1. 親品番でオーダー入力をします。

2. 製造開始処理画面にて、展開処理をして、指示書を発行します。
親オーダーを展開処理すると、子部品が分解されて、子品番オーダーが作成されます。

3. 親の指示書と子の指示書が発行されるので、それぞれの第1工程に指示書を流し、製造をします。

4. 子品番オーダーの最終工程が完了すると、子品番のステータスは「納品待」になります。
親オーダーの納品処理を行うと、子品番オーダーも連動して「完了済」になります。
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＜ 子品番を登録した際の流れ ＞



親オーダーを展開処理すると、子品番オーダーが作成されます。
子品番の社内納期は、親品番の子品番をぶら下げた工程の工程仕掛日になります。

親の「溶接工程」に子品番をぶら下げたので、子品番オーダーの社内納期は
親の溶接工程の仕掛日になります。
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＜ 子品番の納期算出について ＞



工程ウィンドウの構成にて「シート材」をぶら下げる際に、詳細な設定ができます。

■ 加工方法

加工方法を選択することで、加工方法に合わせたサン幅設定を行うことができます。

1-4. 構成品の登録（シート材）

＜ 1.ネスティング ＞

加工方法でネスティングを選択すると、シート材の横に「N」と表記されます。

＜ 2.固定プログラム ＞

固定プログラムとは、ネスティングしないものであり、多数個取りを行う場合です。
多数個取りとは、板から同じ製品を複数抜く方法です。
加工方法で固定プログラムを選択すると、シート材の横に「P」と表記されます。
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＜ 3.シャーリング ＞

定尺材の切り出しをする際はシャーリングを選択してください。
シャーリングを選択すると、シート材の横に「S」と表記されます。
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■重量と単価の計算方法

＜定尺で算出単価を計算する場合＞

1. 製品サイズの「算出単価」の計算方法

製品サイズ(X) × 製品サイズ(Y) × 板厚 × 比重 ÷ 1000000 = 製品XY重量

定尺サイズ(X) × 定尺サイズ(Y) × 板厚 × 比重 ÷ 1000000 = 定尺重量

定尺重量 ÷ 取り数 = 取り重量

取り重量 × Kg単価 = 算出単価

上部シート材の場合の算出例

200 × 300 × 3.2 × 7.85 ÷ 1000000 = 1.51

914 × 1829 × 3.2 × 7.85 ÷ 1000000 = 42.0

42.0 ÷ 27 = 1.56

1.56 × 115 = 179

「定尺から板取り」のチェックボックスにチェックをします。

CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備
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＜切り板で算出単価を計算する場合＞

「定尺から板取り」のチェックボックスにチェックをし、赤枠部の切り板をクリックします。

2. 「算出単価」の計算方法

定尺サイズに余白を持たせたい場合は「部品間サン幅」「材料余白」を入力することで対応できます。
入力した余白分を加味したものが「定尺サイズ」に自動入力されます。

上部シート材の場合の算出例

200 × 300 × 3.2 × 7.85 ÷ 1000000 = 1.51

1.51 × 115 = 174

定尺サイズ(X) × 定尺サイズ(Y) × 板厚 × 比重 ÷ 1000000 = 取り重量

取り重量 × Kg単価 = 算出単価

CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備
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「定尺から板取り」のチェックボックスのチェックを外すことで、製品サイズぴったりの切板で算出さ
れます。
「製品XY重量」と「取り重量」が同じになります。

製品サイズ(X) × 製品サイズ(Y) × 板厚 × 比重 ÷ 1000000 = 製品XY重量 , 取り重量

取り重量 × Kg単価 = 算出単価

3. 「算出単価」の計算方法

上部シート材の場合の算出例

200 × 300 × 3.2 × 7.85 ÷ 1000000 = 1.51

1.51 × 115 = 174

＜製品サイズで算出単価を計算する場合＞

CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備
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■予備数

予備として、多めに材料が欲しい時に「予備数」欄に入力します。

＜上記シート材で、単位数が 1 、予備数が 2 として自動発注をつけ、登録を行った場合>

所要量展開後、発注予約に自動作成する にチェックを付けたシート材が、発注予約一覧に発注数
「 3 」として計上されます。「単位数 + 予備数」 となります。
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1-5. 構成品の登録（鋼材）

工程登録での鋼材追加にて、品番を入力すると、鋼材マスタに登録されているデータを引っ張ってきま
す。

■重量と単価の計算方法

＜定尺で算出単価を計算する場合＞

「 定尺から切断」にチェックをします。

1. 重量の計算方法

製品長さ × 基本重量 ÷ 1000 = 製品重量

定尺長さ × 取り重量 ÷ 1000 = 定尺重量

定尺重量 ÷ 取り数 = 取り重量

上部鋼材の場合の算出例

1500.0 × 19.1 ÷ 1000 = 28.65

4000.0 × 19.1 ÷ 1000 = 76.4

76.4 ÷ 2 = 38.2

2. 単価の計算方法

取り重量 × Kg単価 = 算出単価

上部鋼材の場合の算出例

38.2 × 133 = 5,080.6

CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備
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「 定尺から切断」のチェックを外すことで、製品サイズぴったりの鋼材で算出されます。
「製品重量」と「取り重量」が同じになります。

＜製品サイズで算出単価を計算する場合＞

1. 重量の計算方法

製品長さ × 基本重量 ÷ 1000 = 製品重量 , 取り重量

上部鋼材の場合の算出例

1500.0 × 19.1 ÷ 1000 = 28.65

2. 単価の計算方法

取り重量 × Kg単価 = 算出単価

上部鋼材の場合の算出例

28.65 × 133 = 3,810.45
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■鋼材の発注数量 (Kg) の計算方法

鋼材追加にて「 定尺から切断」にチェックがついている場合は、鋼材マスタに登録されている
定尺サイズから、重量を算出します。

発注数量計算式

定尺長さ × １ｍあたりのKg重量 = 定尺重量

定尺重量 ÷取り数 = 取り重量

取り重量 定尺重量 = 発注重量

上部鋼材の場合の算出例

4000.0 × 19.1 = 76.4

76.4 × 2 = 38.2

38.2 × 76.4 = 0.5

※ 定尺長さ と １ｍあたりのKg重量 は、鋼材マスタにて登録されています。
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先程の鋼材を発注するオーダーの、製造数を １ で手配した場合、発注予約一覧には発注数が「0.5」で
算出されますが、発注確定処理時に、最適な定尺材の本数を計算して、注文書を発行します。
この場合、注文書では発注数が「１」になります。

先程の鋼材を発注するオーダーの、製造数を ３ で手配した場合、
製造数「 3 」× 発注重量「 0.5 」= 「 1.5 」となり、発注予約一覧には発注数が「 1.5 」で算出されま
す。
ですが、発注確定処理時には、最適な定尺材料の本数を計算して、注文書を発行します。
この場合、注文書では発注数が「 2 」になります。
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通常、構成品は工程にぶら下げて使用する為、構成品を単体で登録することは出来ません。
しかしながら、「セパレータ」機能を使用することで、構成品のみを登録することが出来ます。

1-6. セパレータを使用して構成品を登録

この点線が「セパレータ」です。

構成品の納期は、ぶら下げる工程の工程仕掛日に合わせますが、セパレータを使用した場合は、
仕掛日、スケジュール納期、客先納期は親の納期と同様になります。

46CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備



CSV出力 / インポートでは、子品番、都度部品、管理部品が登録されたCSVデータを取り込み、
まとめて製品マスタに登録したり、マスタに登録されている子品番等を出力できます。
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＜ CSV出力 ＞

CSVで構成（子品番、都度部品、管理部品）を出力することが出来ます。

＜ CSVインポート ＞

CSVで保存した構成（子品番、都度部品、管理部品）を製品マスタに反映することが出来ます。

1-7. CSV出力/インポート
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2-1. 子部品のみのセット品の工程ウィンドウの登録方法例

2. 工程ウィンドウの登録例

親品番で製品マスタを作成します。工程にセパレータを追加して、追加したセパレータに全ての子部品
を構成品として追加します。セパレータ機能を使用することで、構成品のみを登録することが出来ます。
※セパレータの登録方法は、5.製品マスタ＞1.工程ウィンドウの登録＞1-5.セパレータを使用して構成品を登録 を参照

1.製品マスタの「工程(A)▾」をプルダウンし「(2)セパレータ」を選択します。

2.「構成(P)▾」をプルダウンし「(1)子品番」を選択して、子品番の製品マスタを登録します。

CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備
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2-2. アセンブリ品のある製品の場合の工程ウィンドウの登録方法例

親と子の製品マスタを作成します。親の製品マスタを作る際に、子部品が必要となる工程に、子部品を
構成品として追加します。
※構成品(子部品)の登録方法は、5.製品マスタ＞1.工程ウィンドウの登録＞1-3.構成品の登録(子品番) を参照

1.製品マスタの「工程(A)▾」をプルダウンし「(1)工程追加」で親工程の追加をします。

2. 子部品が必要となる工程をクリックして「構成(P)▾」をプルダウンし「(1)子品番」を選択します。
子品番の製品マスタを登録して子部品を追加します。

子部品の発注納期がその親工程の仕掛日になるようCiPSが自動算出します。

CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備
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2-3. アセンブリ品のある製品で子部品の製品マスタを作らない場合の工程ウィンドウの登録方法例

親品番の製品マスタを作成します。(子部品の製品マスタは作成しません。)
親工程と子工程で同じ工程がある場合、工程を集約して登録します。

＜親工程＞
抜き（タレパン）、曲げ（ベンダー）、組立、検査（本社検査）

＜子工程＞
抜き（タレパン）、曲げ（ベンダー）、溶接（スポット溶接）

抜き（タレパン）、曲げ（ベンダー）、溶接（スポット溶接）、組立、検査（本社検査）

この場合、子工程の抜きと曲げが親工程と同じ工程のため、親工程に抜きと曲げの工程を集約します。
溶接の工程は子部品のみの工程であるため、親工程に新規で追加します。

製品マスタの「工程(A)▾」をプルダウンし「(1)工程追加」で工程の追加をします。
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51

製品マスタで工程を登録する際に、工程編集画面で工程指示を登録することで製造指示書に工程指示を
印字することもできます。
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3. 原価計算について

工程や構成を追加したデータを元に、製品を作るために必要な原価をリアルタイムに計算します。
また、原価計算個数を入力することにより、採算ベースは何個からなのかが、ひと目で把握できます。

●比率（単価有の場合） 

各項目の金額が単価の何％を占めているかの割合

●比率（単価無の場合）

各項目の金額が原価の何％を占めているかの割合

原価計算個数を変更することで、

採算ベースが分かります。

● 金額
• CAD金額 CAD工程単価
• 段取金額 各工程の段取金額(外注、表面処理を除く)×原価掛率
• 作業金額 各工程の作業金額(外注、表面処理を除く)×原価掛率
• 外注金額 外注（表面処理）の工程単価
• 合計金額 ((材料金額×見積個数) + (購入品金額×見積個数) + (外注金額×見積個数) ＋

(作業金額×見積個数) + (表面処理金額×見積個数) + CAD金額+段取金額)×原価掛率

● 時間
• CAD時間 CAD作業時間（子品番工程のCA時間含む）
• 作業時間 CAD、外注、表面処理工程を除く全ての工程の作業時間(子品番工程含む)×見積個数
• 外注時間 表面処理を除く外注工程の段取時間+作業時間×見積個数
• 表面処理時間 表面処理工程の段取時間+作業時間×見積個数
• 合計時間 CAD作業時間+段取時間+表面処理段取時間+外注段取時間 + (作業時間×見積個数) +

 (外注作業時間×見積個数) + (表面処理時間×見積個数) + 子品番工程時間含む

算出方法
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4. 図面管理

製品マスタでは図面の管理が行えます。

図面の管理は、Viscom社のソフトがアドオンされており、格納されているフォルダの図面をドラッグ&
ドロップで簡単に取り込むことができます。

保存形式は、JPEGファイル、PDFファイル、TIFFファイルが複数枚保存できます。
図面以外にも、完成品の写真なども保存できます。

保存した図面ファイルは、「※1」をクリックすることでデータ保存先のフォルダを開くことができます。
誤った図面を登録した際には、このフォルダを開き、該当の図面を簡単に削除することができます。

※1
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製造開始処理のメニューから指示書を発行する際に、反映されます。

図面表示順編集画面で、選択行を上へ、下へのボタンで、図面の順番を変更します。

用紙サイズ、印刷を選択した時点で、
その設定が保存されます。

稼働時の初期設定で、図面の画面印刷が可
能となります。（A3・A4対応）
図面印刷時に図面が6枚以上あった場合は、
片面印刷になります。

■ 用紙サイズ

用紙サイズは自動、A1～A4 / B4 / B5 を選択できます。
※自動は稼働時の初期設定です。基本はA4サイズです。

■ 印刷

印刷枚数は1～5枚まであり、しない / 機密 という項目があります。
しない 印刷しない
機密 オーダー入力画面、製品マスタ入力画面以外での図面表示ができません。
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4-1. 用紙サイズ、印刷部数について

4-2. 図面の表示順変更について



5. 一般・日程・在庫・項目タブ

■ オーダーをブロックする

製品マスタで価格と工程を確認し、上書きを防止する場合に使用します。
また、「オーダーをブロックする」機能を使うことができる社員を制限することができます。
オーダーをブロックするとロック状態になり、下図のメッセージが表示され、製造指示は行えません。

のアイコンがリスト左端に表示されます。

■ 親で使用する

をすると、製品マスタ一覧検索にて「親子範囲」の検索で親として判断し、検索ができます。
また、一覧画面で「親」の項目に〇印が付きます。
※ 製造開始処理画面の「親のみ検索」では、オーダーの親子で判断しています。
※ 親で使用する、にチェックが付いていない品番でも親品番としてオーダー登録は可能です。
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5-1. 一般タブ



■ CAD/プログラム工程を除く

をすると、指示書で工程マスタでタイプを「プログラム」にした工程が印字されなくなり、
進捗状況にも表示されません。また、原価計算の値も変化します。

チェックあり チェックなし

5-2. 日程タブ

■ 製造日数を確定する

製品ごとに、製造日数を設定することができます。
製造日数の優先順位は、製品マスタ ＞ 取引先マスタ ＞ system_settingです。

■ スケジュール納期は客先納期の何日前

製品ごとに、客先納期の何日前をスケジュール納期にするかを設定できます。
日程の優先順位は、製品マスタ ＞ 取引先マスタ ＞ system_settingです。
※ system_setting での設定がありますので、お問合せください

製造日数を設定することで、スケジュール納期が製造日数を逆算して、
仕掛日を設定することができます。
※ system_setting での設定がありますので、お問合せください。

日数の設定をすることで、客先納期からスケジュール納期を自動設定できます。
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在庫タブでは、各項目に数量を入れることで、製品の在庫管理ができます。

製品の在庫管理をする場合、 を入れます。
在庫管理につきましては、「在庫について」マニュアルをご参照ください。
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5-3. 在庫タブ

5-4. 項目タブ

項目タブでは、初期設定により、何か追加したい項目があった場合に追加することができます。
通常は使用しません。



6. 製品マスタの複写 / 変更

品番の複写は、現在の品番の工程、図面などマスタに登録してある全ての情報を、指定した取引先、
品番に複写するものです。

3.  新しい品番でマスタが複写されました。

6-1. 品番複写
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1. 「複写/変更」→「品番複写」をクリックし、複写後品番を入力します。

ボックスにて、図面や各登録項目も複写することができます。

2. 確認メッセージが表示されるので、「はい」をクリックで、品番が複写されます。



品番の変更は、現在の品番の工程、図面などマスタに登録してある全ての情報を、指定した取引先、品
番に変更するものです。元の品番は無くなります。

6-2. 品番変更
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1. 「複写/変更」→「品番変更」をクリックし、変更後の取引先と品番を入力します。

ボックスにて、図面や各登録項目も変更することができます。

2. 確認メッセージが表示されるので、「はい」をクリックで、品番が変更されます。

3. マスタが新しいい品番に変更されました。元のマスタは存在しません。



6-3. 工程ウィンドウの複写、貼り付け

コピーが完了すると、上記のメッセージ画面が表示されます。
コピーする工程を登録リストでテンプレート保存させたい時は、登録名称を入力し「確定」をします。
今回限りの場合は、そのまま「確定」でも大丈夫です。（登録名称がない場合は保存されません）

■ 全コピー / 選択行のコピー

■ 登録リストから貼り付け

登録リストから貼り付けたい名称名称を選択し、「確定」をクリックします。
工程ウィンドウ内で選択されている行の下に貼り付けられます。

60CiPS FACTORY  -  基本マスタの準備



7. その他の機能

「製造番号で呼出」をクリックし、指示書の製造番号バーコードを読み取ることで、任意の製品マスタ
を開くことができます。

7-1. 製造番号で呼出

「単価自動確定」をクリックすることで、原価を基に単価を確定することができます。

7-2. 単価自動確定
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7-3. アセンブリ階層リスト

表示している製品にぶら下がる子品番を階層表示することができます。
アセンブリ階層リストでは、構成品は表示されず、子品番のみを表示します。

行を選択することで、製品マスタを開くまたは一覧表の印字やCSV出力が可能となります。

7-4. 変更履歴

「変更履歴」をクリックすることで、製品マスタの変更履歴を確認することができます。
この変更履歴は製品マスタ画面で変更した場合のみ、登録されます。
オーダー入力画面や製品マスタ一覧画面にて編集した場合は、登録されませんのでご注意ください。
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8. 製品マスタ一覧

製品マスタを一括編集したいときに使用します。
CSV出力を行い、製品マスタの中身を変更してから、再びCSVを取り込むことで、製品マスタを一括で
変更することができます。

選択した品番の詳細（工程や単価等）が一覧で表示されます。上記画面で、CSV出力を行います。

Excel上でデータを修正します。出力したCSVデータの●のある項目のみが編集可能です。

8-1. CSV一括編集
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上書き保存したCSVデータをインポートします。

変更した内容が一覧に反映され、「上書更新」をクリックすることで、製品マスタが更新されます。
※ 段取時間、作業時間、工程単価等を変更した際は、原価はCSV一括編集では再計算されません。

製品マスタの画面を開いて「登録」ボタンをクリックした際に保存されますので、ご注意ください。

製品マスタ一覧では「図面表示」ボタンにて、登録されている図面を表示することができます。
表示された図面を確認しながらデータの検索が行えます。

選択行の出力で、図面印刷を行うことも出来ます。

8-2. 図面表示機能
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通常、図面は該当の製品マスタを開いて個別に登録する方法で、登録を行います。
複数の製品マスタに対して一括で図面を登録する場合は、「図面一括登録」を使用します。

8-3. 図面一括登録

1. 図面一括登録は、取引先を指定して行う為、複数の取引先の図面を一括で登録は出来ません。
図面取込み用のフォルダを作成し、登録したい図面を入れます。
図面のファイル名で図面登録を行う為、図面のファイル名は「品番」で登録してください。

2. 「製品マスタ」を開き、「一括処理」→「図面一括登録」をクリックします。

3. 図面を取り込むメーカー名を選択し、図面取込み基フォルダを指定します。
図面取込み基フォルダに登録可能なファイルがあれば、右側のリストに表示されます。
チェックボックスの設定を必ず確認してください。
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4. 「取込み実行」をクリックすると、確認メッセージが表示されます。

「はい」で、CIPSの図面フォルダに登録されます。
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8-4. 全製品マスタを更新

通常、材料（シート材、コイル材、鋼材）の単価を変更した際は、製品マスタには変更が適用されますが、
製品マスタ一覧は更新がされません。一覧に最新の情報を表示するには、製品マスタを開き、登録ボタン
を押す必要があります。

製品マスタを開かず、一度に更新を行う場合に、「全製品マスタを更新」を使用します。

1. 製品マスタを開き、一括処理 → 「全製品マスタを更新」更新をクリックします。

2. メッセージが表示されるので、「はい」をクリックすることで、登録してある全製品マスタを参照して、
更新が始まります。

※ 全製品マスタ更新中は、かなり負荷がかかるため、CIPS のご使用を控えてください。
業務時間外に更新をすることをお勧めします。

3. 製品マスタ更新中に「中断」を行い、再度全製品マスタの更新を行うと、前回中断したところから
更新を再開することが出来ます。

製品マスタ数が変動します。
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8-5. 工程一括編集

1. 製品マスタ一覧を開き、工程一括編集→ 「工程発注単価変更」更新をクリックします。

2. 管理者ログインを行います。

3. 変更画面から、発注先・掛け率を設定し実行をクリック。



管理部品は、管理部品マスタを登録することで、構成品として使用することができます。
管理部品マスタにも図面や写真が登録できます。 （JPEG、PDF、TIFF）

6 管理部品マスタ

「出庫履歴」ボタンをクリックすると、在庫から出荷されたもの、
引当が掛かった製品がリストで表示されます。

「入荷待」ボタンをクリックすると、現在、発注済みで未入荷のものが
リストで表示されます。

■ 出庫履歴

■ 入荷待リスト
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管理部品と都度部品の違い

都度部品は登録時に都度入力が必要となり、マスタを保持していません。
管理部品はマスタでの管理となり、部品の在庫管理を行うことができます。
在庫管理の方法につきましては、CIPS 在庫マニュアルをご参照ください。



1. 登録方法と編集方法

新規登録は、「新規」ボタンをクリックして登録します。
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管理部品は、構成品で紐づけると自動発注予約にチェックが付きます。
自動発注予約を掛けない場合は、チェックを入れてください。



2. その他の機能

「現在の管理部品を発注」ボタンをクリックすると、発注伝票画面が表示されます。

管理部品マスタのデータが反映されるので必要箇所を入力・変更し、「登録」で注文データが作成し、
注文書を発行することができます。

2-1. 現在の管理部品を発注
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3. 管理部品マスタ一覧

管理部品マスタで登録した管理部品のデータを、検索条件により検索実行することで、画面右側に検索
結果が表示されます。

「在庫管理をする」に を入れた管理部品のみや、在庫管理しない管理部品、在庫がある管理部品のみ
など、「在庫の表示範囲」を設定することで、管理部品を抽出することができます。

･･･ 在庫が満たされています

･･･ 在庫数が最低在庫を下回っています

･･･ 在庫がありません

･･･ 在庫管理していない管理部品

在庫状況に表示されるアイコンで、在庫状況を確認することができます。
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使用される材質ごとに、比重・定尺材料サイズ・単価の管理、板取サン幅の設定を行うことができます。
シート材を発注する発注先も、併せて登録できます。

7 シート材マスタ

■ 材質 鉄、アルミなど

■ 比重 入力が必須で、入力しないと登録できません

■ 定尺サイズ 板材の定尺サイズ

■ 板取サン幅設定 材質ごとにサン幅の設定ができます

■ 回転設定 ネスティング時の製品の向きを設定できます
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シート材マスタに登録したシート材は、オーダー入力時に選択でき、反映できます。



1. 登録方法と編集方法

シート材マスタの新規登録は、「新規」ボタンをクリックして登録します。
シート材マスタを登録する場合は、各材質に対して、必ずデフォルトのシート材マスタ登録が必要です。

1-1. デフォルトマスタの登録

シート材マスタにて、新しい材質を登録する場合は、まずデフォルトのマスタを登録します。
デフォルトマスタは、登録していない板厚のシート材を使用する際に反映するマスタです。
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デフォルトマスタを作成した後に、板厚別にマスタを設定することができます。
マスタ登録されている板厚を選択した場合は、板厚ごとのマスタ情報を優先して反映します。
板厚マスタの設定は「個別板厚で設定」にチェックを入れることで、入力が可能になります。

1-2. 個別板厚マスタの登録

■ 増値を使用

材質のデフォルトマスタの単価に対して、各板厚マスタに増値を設定することで、材料単価が変動
した際に、各板厚のマスタ単価を変更する操作を省く為の機能です。
増値を使用した場合は、単価がデフォルト単価で固定されます。



使用するアングルやパイプなどの鋼材情報を管理します。
鋼材マスタに登録した鋼材は、構成追加で鋼材を追加する際に、使用することができます。

8 鋼材マスタ

1. 登録方法と編集方法

新規登録は、「新規」ボタンをクリックして登録します。
鋼材マスタは「品番」がキーコードになるので、必ず被らない品番を登録してください。

鋼材を切断する際に、カット刃の厚みなどで削れる幅
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使用するコイル材の単価や最低購入重量等を登録することで、コイル材情報を管理します。
コイル材マスタに登録した鋼材は、構成追加でコイル材を追加する際に、使用することができます。

9 コイル材マスタ
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1. 登録方法と編集方法

新規登録は、「新規」ボタンをクリックして登録します。
鋼材マスタは「品番」がキーコードになるので、必ず被らない品番を登録してください。
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